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ルターの聖餐理解
―
ルターによる聖餐設定辞の意味
＊ヨアヒム・リングレーベン
「精神生活の特定の場所で基本的に新しい認識が人間の意識に登場するときにいつでも、そもそも現実とはな
んであるのかという問いが新たに検証され、答えられなければならない。……例えば近代初期に三つの見かけ上は全く別々の、しかし内的には関連したできごとが時間的に互いに近接して起こっていることを知れば、われわれはそのつながりを考えないわけにはいかない。すなわち、コロンブスの最初のアメリカ航海、聖餐においてはパンがキリストのからだであるのか、からだを意味するのかというルターとツヴィングリの間の論争、そしてコペルニクスの発見の三つである」 。
Ｗ・ハイゼンベルクほどの人物が、 「いったい現実とはなにか。最初と最後の物事についての哲学的（考察） 」
というタイトルの下で、こ ような見解を述べたのである
（１）
。
ここでは現代の権威ある物理学者 一人 宗教改革的な聖餐神学を、現実理解にとって決定的なテーマの一
つとして認めたわけである。 際、神 隠された働きと見える世界との関係規定なし は、現実は十分には規
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定され得ないという洞察が全体を導いている。
私の考察はこの示唆に従うべきだと考えている。この際、ルター後期の『キリストの聖餐について。信仰告
白（２）
』 （一五二八年）という著作を特に取り上げることになるのだが、それによって、そもそも現実との関係とい
うことを取り出す解釈が試みられることになる。設定辞の意味を問うという一見かけ離れたように見える、サクラメント神学上の特定問題において実際は、そもそも現実の理解全体がテーマとなるのだということが明らかになるであろう。
もちろんこのような試みには、ルター派の教えの、伝統的な拒否や反論 強力な戦線が張られることになる。
神学そのものや、哲学の歴史からもわれわれに見えてくるところである。
例えば哲学者ディルタイは軽蔑的 こう特筆した。 「ルターの聖餐論は魔術的 表象の残滓を残してい のだ
が、キリスト論的幻想を呼び起こし、キリストのからだの遍在 いう恐るべき教えを成立させた
（３）
」と論じたので
ある。これによってディルタイは教派間 神学論争 古くからの一問題を取り上げたに過ぎない
（４）
。疑似カトリッ
ク的という うした評価はほかにも繰り返 登場してくる。トレルチに っては、ルター 聖餐論は全く「教皇派的」だった もっともヘーゲルはほかの見方をしていたのだが、私は今日はこれに立ち入 ことはできない。偉大な、自由主義的な教理史家Ａ・ハ ナックはディルタイや レルチと似たような判断をし、 「最高度の高さのスコラ主義的不合理の上に立つ、キリストの らだの遍在についての驚くべき思弁
（５）
」と語った。
このような恐るべき批判は、固有の時代制約的な世界観の自明な優越性が、その前提を提示する必要がいささ
かもないものとされるからこそ 述べられ得たの る。現実理解そのもの 存在論的問いに立ち入 ことがないのは言わず がなのことで
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もしこのような決定的な先入観が既に神学の代弁者たちにおいて見られるとすれば、キリスト者である信徒か
らはいったいなにが期待されるだろうか。たとえばポール・ティリッヒのような神学の大教師が「キリストのからだの遍在につ ての、ルターの論理的に不可能な教え
（６）
」という言い方を括弧付きで強調して、象徴論的に軟化
された聖餐理解を代表するのであれば、われわれの牧師たちはこの問題についてどのように判断するべきなのだろうか。
さて、ルターの論理についてすぐに語ることにしよう。ともかく私としては、こうした厳しい批判に気落ちさ
せられることのないよう心を定め、ルターの神学的批判者たちに対して、ハイゼンベルクに勇気づけられて、自らの考えや理解を求めることとする。先 挙げた論文の序には、 「量子論と 、人がことの本質を完全 明瞭さで理解し得たとしながら、同時に、それについてはただ像や比喩 おいて語りうるだけであると うことのすばらしい実例である
（７）
」と言っているからである。これがルターの聖餐理解、現実理解にどのように適合するかを、
以下に述べることにしたい。
Ⅰ
　
三つの外的な観察
１
　
ルターの聖餐論の一般的な特徴は、設定辞の理解において、 「このパンが私のからだである」というこの
文章にある「矛盾」を和 げることなく保ち続ける点にある。ルターは矛盾を取り除こうとする合理主義的な理論を断念する。ローマの実質変化論や、 「であ 」 「意味する」で置き換えて （心理学的 ） 「想起の食事」としてしまう改革派的（ツヴィングリ的）解釈などである。こうした両理論は「である」というこ ばの緊張を
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軽減するか、解消してしまう。ルターはこの緊張を保つことによって、この単純なことばに留まるばかりでなく、ここにこそ神学的な手がかりがあるはずであって、以下に明らかにするつもりだが、これは正確には彼の現実理解と関係することを示す。からだとパンとの一致は、明らか ルター よって、両者の矛盾を通してのみ把握されうるものなのである。この矛盾を明確に保つときのみ 物素とキリストとのど よう 一致がここで語られているのかを、人はそもそも理解 ることができる でも言いたげなのである。
２
　
ルターはサクラメントの秘義を、全く非合理的なものとは考えていない。むしろその逆である。なるほど
多くの箇所で彼は、ここでは理性は捕らえられていなくてはならないと言っている。しかし同時に注目すべきは、彼自身が常に繰り返して、人間の経験から出る合理的な類推を働かせていることである。人間の経験というもの よ 注目するならば、キリスト 遍在や、それにもかかわらず そ 日々の現実 同様に、秘義に満ちたものである、というのである。このよう 少なくともあ 程度ま 、ここ は「考え に値する
（８）
」という思い
をもち続けることができる あろう 両者 ど ように関わることができるのだろうか。ルターは結局のところパンとからだとの一致を考えて、 「これは聖書に反しない。いや、理性にすら反しない。正しい論理にも反しない。むしろ、理性にとって聖書や理性や論理に反してい 思え だけだ
（９）
」と言う。つまり、確かにそうな
のだ、今のうちだけ、地上の生の、罪に堕ちた 性 いう条件の下では反合 的 見え だけ 真はこれこそが真の論理に適うのである というわけである。
３
　
まさにこれと関連して次のような特筆すべきことがある。すなわち、設定辞の合理性を示すためにルター
が常に繰り返して、現実 言語の合理性を指し示し ことである。この現実の言語にルターは 形式的な論理や抽象的な形而上学のメタ言語的構造以上に 現実開示的な力があると思って そ ゆえアリストテレス
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の哲学に対して、文法や修辞学（クインティラン）に注目する。ルターはここで、いかなる思考も言語から離れて確立されないことを示す。彼は、聖書の言語使用において神学的思考を立てるとき 正確にこの原則に従う。これは形式的聖書主義（字句拘泥）とは全く異なり、むしろ具体的に言語的に考えられているのである。言語を前提とすることなしには、いかなる思考もないのである。以下の論述を追う際には、この三つの形式上の観察を常に心に留めておいていただきたいとお願いするも
Ⅱ
　
サクラメント的なことば
サクラメント論の神学的基礎はキリストご自身である。なぜならキリスト教的にはルターにとって
―
絶対的
に見て
―
唯一のサクラメントしか存在しないからである。それはその位格における神人にほかならない。 「聖
書は唯一のサクラメントをもつ。すなわち、主キリストご自身である
）（（
（
」 。
人となられたことばとしてのキリストの存在がサクラメント的に把握されるべきである
）（（
（
ならば、このサクラメ
ントはことばにおいて自己を伝達する。まさに「ことば」が多くのこ ばにおいて自己を伝達するのである。キリストのことばと行為とにおいて永遠のことばの、人間の言語への
T
ranssubstantiation
）（（
（
が起こる。キリストご
自身がことばにおいて到来し 、ことばと共に神ご自身であら ることによって、こ ばが ら われわれに伝達する。神のことばがわれわれのために、われわれの許にあるな ば、言語はサクラメントとなる。すなわち、神のことばが 言語のサクラメントとなり 言語的なサクラメントとな である。
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１
　
ことばとしてのサクラメント
どのサクラメントも（設定の）ことばと（感覚できる）しるしとが、救いに満ちた形で共に存在するというこ
とによって特徴づけられているのであれば、より正確に考察すれば、それは、キリストのことばそれ自体が既にサクラメント的な位置をもっ という点に根拠づけられているということである。 「キリストの らのことばがサクラメント のであって、それを通して神がわれわれの救いを働かれる
）（（
（
」のである。神ご自身のことば
としてのきリストのことば 「内に」のみ、真のいのち 存在する。
キリストのことばにサクラメント的な性格が帰せられるということは、逆に、サクラメントというものはみこ
とばによって設定されたも として、あるべきものになる、ということになる。こ は本来
creatura verbi みこ
とばの被造物である。 「神のことば以上に、地上において聖なるものはない。サクラメント自体もまた、神のことばによって られ、祝福 、聖 され いるからであ
）（（
（
」 。サクラメントの神的根拠は、 「サクラメントより
も高貴な、すべ のものを聖とする
）（（
（
」みことばである。この違いを有効であり続けさせるためにも、教会におい
ては宣教のことば「と」サクラメントが存在するのであ 。こ 「と」は言わば、単 る並列を意味するのではなく、ことばとサクラメントが互いに、 的なことばとして またこ によるサクラメントとして登場するというこ である。このような相呼応する関係においてサクラメントの言語性も ばの身体的、外的特性も（形式的に）現れてくる。人間的 どの言葉 既に感覚性と意味 の二一性をそれ自体においてもっているからである。その限りにおいてことばとサクラメントの二一性はそもそもことば 言語的な本性をもっ いるのであって、これは人となられた、ご自身お語りになることばにおいて完全 現れた いうこと なる。
これまで語られたことによって明らかとなるのは、聞くことばと見えることばとの区別、あるいは、こ ば
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（
serm
o ）と感覚的なしるし
(sacram
entum
) との一義的な順序は表面的なものに過ぎないということである。サ
クラメントそれ自体はまさにことばとして感覚的で見えるものであり、すなわち、ことばと分ちがたく結びついており、ことばがサクラメントを基礎付け、これに伴い、その内において見えるものとなっているのである。サクラメントは
verbum
 visibile
見えることばとしてのみ
）（（
（
、見えるのである。
サクラメントが見えることばであれば、それは、 （キリストの、あるいは神の）ことば自体が聴こえるサクラ
メントである、という にのみ根拠づけられる。それだからルターにとっては、正しく聞くという は霊的、サクラメント的に聞き尽くすということであった。 「み とばは信じること、霊的にも身体的にも食することを要求す
る
）（（
（
」 。こうしてことばが、われわれの信仰を呼び起こすために神が「一人の人を通して」われわれに
与える、外的な、知覚可能な「しる
し
）（（
（
」であるならば、逆に、 「サクラメントは神の外的なことば」であり、信
仰を強め 「神のみこころによる感覚的なしる
し
）（（
（
」である。こう要約されて続く。 「われわれがはっきりと見る
とおり、神はその聖なる とばと それと同じであり、ご自身のことばのしるしもしくは封印であるサクラメントをもってする以外には、われわれ 関わ をおもちにならな
い
）（（
（
」 。ことばとサクラメントにおいては本来同一
のことが問題なのである。 「説教の中 あ ものが、まさにサクラメントの中にあり、また逆 もあ
）（（
（
」 。
２
　
ことばにおけるサクラメント（聖餐設定辞）
主の食卓を設定するキリストの設定辞はひとつの（終末論的な）言語のできごと
―
いや、言語のできごとそ
のものであって、それゆえに説教の関連の中に位置する。その使徒 伝承（
P
aradosis ）は主の伝承に基礎づ
けられている（一コリン 一一章二三） 。 あ たがたのため」 （同二四、マタイ一六章二八も参照）において主
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は、 「引き渡される」 （二三） 、自らが敵に引き渡されることを、人間の救いのために自らを与えることと受け止めておられる（ローマ三章二五） 。
ルターにおいてはこの新約聖書的関連が二つの言語神学的な文章によって組織的にとらえられている。１
　
人
となられたことばであるキリストはそのことば自体において到来し、自らを現臨させる。２
　
み子のことばにお
いて神がその本質 力とにおいて現臨する、ということである。これを今設定辞に関して展開してみよう。
設定辞においては、 「それが全福音の要約であ
る
）（（
（
」がゆえに、キリスト教的に理解されるならば、ここにすべ
てが掛かっ いる。洗礼の場合 同様に、設定辞は神ご自身の設定にさかのぼるのであって それゆえに決定的なものである
）（（
（
。基礎づける神のことばなしにはそもそもサクラメントは無であるのだから、ことばはサクラメン
トにおい 大きな意味をもっている。 それゆえこれらのこ ばには、サクラメントそのもの以上に大きな意味があ
る
）（（
（
」 。信仰を呼び起こすこのことばを「聴こえるサクラメント」としてとらえるならば、そのようなサクラ
メントとしてのことばと、その分与（
disributio ）とは相共に唯一つのことである、と言わねばならない。なぜ
ならことばは
―
伝達の能力と内的な普遍性のゆえに
―
それ自体既に分与であるからである。 「聖餐において
は飲食のゆえで なく、ことばのゆえに、罪 赦しがあ 。それによってキリストはそのように獲得された赦しをわれわれ 間に分与し『これは たがたのた に与える私のからだである』と言われる である
）（（
（
」 。
設定辞を基礎づける意味は全く、それが
―
キリストの口において
―
神ご自身のことばであるという点に懸
かっている。それゆえ神学的にはこうとらえ こと る。すなわち 力点、最重要の部分は神の ばと秩序、あるいは命令である
）（（
（
」 。設定に際してキリストは神ご自身のように行動なさる。 「キリストはパンと葡萄酒を
取り、ご自身が語られることばをもってそれをご自身のからだと血と 、これを飲食するよう弟子たち お与え
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になる
）（（
（
」 。初めにおけるロゴスのことばは、自らにおいて創造者としての力をもつ。 「 『これは私のからだである』
などという本文は、人間の言葉ではなく、ご自身の口からそのような文字と言葉をもって語られ、定められた、神ご自身のことばである
）（（
（
」 。み子の口を通しての創造者ご自身のことばとして、 「これは
T
atw
ort （事実となるこ
とば）であって、これをキリストが初めてお語りになり、決して偽ることの いものである。ご自身で『取って食せ。これは私のからだである』などと言われるからである。まさしく、創世記一章において、 『日と月があれ』と言われたら、日と月があって、そこには偽りがなかったように ことばが発せられるとおりに、創造が起こった。詩編三三編
九
）（（
（
」 。このようにキリストご自身がそのことばにおいて現臨しておられて、そのことばは全能で
あるならば、神の全能の現臨が特別に「 なたのために」ここに存在しようとしてくださることが成就されているのである 「神は至る所におられる。しかし神は、あなたが至る所 神を探し求めることをお望みにならず、みことばの ところに、神を求め、神を正しく手にするよう と望んでおられ
る
）（（
（
」 。サクラメントにおいては
身体的現臨こそが歌われるべきなの る。 「彼はことばをもってそこに現臨なさ そのからだ 血とをことばと結びつけて、パンと葡萄酒のうちに身体的 受け取るようになさるの あ
る
）（（
（
」 。 「あなたのためにここにあ
る」ということは、 「 たがた ため 」という がサクラメントにおいて身体的に 分 も となるということである。遍在がみことばの現臨を含むように サクラメント おけるみこ ばの は、キリストの遍在の、特別な（救済論的な
P
ro m
e
の） 、身体的な現臨のあり方なのである。
キリストのことばの働きは、そこで響く神の語りの力によって、 「
perform
ativ
働く」のである。 「なぜなら、
キリストが『これは私のからだである』と語ら やい や、そこにそのおこと のゆえに、聖霊の力 よってキリストのからだがあるのである。その とばがなければ、そ 単なるパン 。だがそこにみことばが来
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るので、それが響くとおりのものをもたらすのであ
る
）（（
（
」 。神の創造的なみことばの働きが起こるとき、サクラメ
ントは働くことばであり、あるいは「
verbum
 actuale 活動することば」と言いうるであろう。感覚的に与えら
れたサクラメントは、働く神のことば以外のなにものでもない。 「福音は……信じる者すべてに救いをもたらす神の力だからです」 （ローマ一章一六） 。このように、神学的には神ご自身のことばこそが本来のサクラメントでありつづける。 「地上に 神のことば以上に大きな聖なるも は
）（（
（
」からである。
３
　
E
S
T
（である）ということば
われわれに対するキリストの救いの働きは語りによって起こる行為であり、 「ことばによって以外にはわれわ
れのところに来ることができな
い
）（（
（
」のであるから、
A
nsichsein
それ自体の存在としてのこの最高の宝は、
F
ürunssein
われわれのための存在に変えられね ならない。まさにこのことがサクラメント的なみことばにお
いて起こっているのである。 「それはみことばの内へと収められ、われわれに差し出される
）（（
（
」 。みことばの内へと
収められるという とはサクラメントにおいては、みことばを通して、またみ とばにおいてのキリストの現臨化にほかならな 。 「主キリストの真の だと血とがパンと葡萄酒において、ま パンと葡萄酒の下に、キリストのことばによって（現臨するのである）
）（（
（
」 。こうしてキリストはここでそのことばにおいてご自身を
与え、すべてをお与えになる。 「主は自らをみことばの内に収め、みこ ばによってまた自らをパン 内にお収めになる
）（（
（
」のである。これはサクラメントそのものにとって決定的なことである。ルターがここでも強い意味で
引用するアウグスティヌス的な定式に従えば、 「みことばが物素に到来して サクラメントとなる
）（（
（
」のである。
みことばが物素に到来して、みことばの内に収められるということの、組織的な関連は「サクラメントとな
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る」ということに関して、もっと正確にとらえられうるであろうか。先ず明らかなのは、 「到来する」が「 （みことばの内に）収められる」と解釈されることによって、 「 （サクラメントと）なる」ということが決定的に、 「変化」などとしてとらえ べきではないということであ
る
）（（
（
。むしろみことばが自らに物素を、 「ことば―から
だ」として受け入れ、物素と共に
―
「変化することなく、分たれることなく」
―
サクラメントという「二つ
であって一である」実在を形成するのである。創造的なみことばが物素に到来することによって、みことばは物素を自らのものとし、言語的には自らの内に
aufheben
止揚し、これと共にサクラメントとなるのである。設定
辞は決してただ外的に伴っている語り（例えば説明的 言葉のような）ではなくて、キリストの口で語られた創造者のことばとして、被造的で、自然的な物素を包み
überform
en 、物素を脇に押しやることなく、キリストご
自身のも であっ 、物素はみこ ば 従属する一つの要素と る 形での、新しい「みことばの現実」の中へと入れる。創造された世界の本来 言語性
―
罪により歪められ、失われたものの
―
原則として代理的
に、まず、パン、葡萄酒という宇宙的 物素に再び結び合わされて、それ自体が永遠のみことばの感覚的な現在となり 「彼のからだ」 なり こうして同時にすべての造られたものの究極の ば化を予期させることにる。終わ の時には れた世界はそ よう 変容させられるであろう。サクラメントは身体的なみことばであり、感覚的に響くことばであるが、 （聞かれ るサクラメントとしての）終末論 こ ばの、隠された形での予表であって、 （目に見えることばと の）サクラメントの内 身体的に存在している。
これまで述べてきたことを背景にすれば、ルターが設定辞の
E
ST
（である）に誤りなく固く立っていること
が把握される。必然的にこういうテーゼが結果してくる。すなわち、ルターにとってここで問題 のは、 （聖書的な）神のことばへの、一般的な（それも こでは多分 る一つ 重要な点で）終止変 らぬ真実を貫くとい
48
ことでも、文字信仰という意味での、ルターの見掛け上の聖書主義でも、また単なるサクラメント神学的な、あるいは、キリスト論的な問 でもなかったということである。ルターにとってマールブルクでの論争において、特にツヴィング との間に、基本的に問題とされたのは、そもそも神ご自身のことばというようなものが存在するのか、と うことであった。彼が
est
ということばの意味について一歩も譲らずに固執したのは、言語的な、
また言語神学的な性質の のだった。この
E
ST
そのものが真に神のことばであって、神のことばを意味する
（
significat ）だけではない、と言われているのである。ルターにとってはこの神学的状況において、新約聖書の
この
est
がキリストのサクラメント設定の決定的なことばとして、まさに神のことばである、ということだっ
た。 ことばと共に言語的に明瞭に こうした仕方 神の固有なことばが存在し、神のことばがわれわれの言語の中で存在してい （
est ）ということがことばとなっているわけである。これに対して
significat
は神ご自身
のことばを、人間的に整えられた解釈学の、二次的で主観的で、 （ひたすら無限に考察を続ける）暫定的な解釈の産物としている。つまり、神 ことばであることを解消 ているのである。ルターは
est
に固執することに
よって、このことばを神のことばとして 言語的に存続させよう 欲していた 彼にとっては以下のことが当然これと同じ意味をもつことになる。すなわち、ことばそのもの あるキリストがそこにおられることを知ることができる いうことである 改革派の人々に対す 彼の論争は 神のことば 脱言語化に対するも であり また同時に、自然的言語が偽りのあり得 いものとなることを認めること もあった。
４
　
E
S
T
における新しい現実
「である」とはっきり示している設定辞の、ことばの意味にルターが固執していることにおいて、神学的にす
49
ルターの聖餐理解
べてのことに先立って注目すべきは、キリストのからだと自然的な物素との間に直接的に存在する矛盾を彼が、そのようなものとして確認した上で、それを合理主義的な理論によって
―
「実質変化」という形而上的理論に
よる（客観的に）にせよ、 「
significat 」という解釈学的な理論による（主観的に）にせよ
―
説明して取り去っ
てしまおうと試みていないという点である。そこにおける彼の態度は決定的に言語的であって、これを人は弁証法的とすら言いうるであろう。彼が生きた言語使用を引き合いに出して、形式 な「である」解釈の抽象的な要請に反対して、 「これは聖書 反 な 。いや理性にも、正しい論理にも反しな
い
）（（
（
」と主張しているからであ
る。神学的理性が言語から独立しよ と試み、論理が誤った先験的な仕方で（聖書の）自然的な言語を、論理が自らをその言語の前提とすること よって、規制しようとするならば、こういう見せ掛け
）（（
（
がそのときのみ起こっ
てくるのである。
これに対して設定辞は、からだとパンとを創造的関連で語ることによって、
synekdoche
提
喩
）（（
（
という修辞的な
イメージを用いている。ここで明 かにな のは、ルターにとって「みことばの内に収められ」ということは神学的に、 「二つの別々のものが一つのものになれば、二つのものが一つの りの内に収められ
る
）（（
（
」ということを
意味することである。こ 「である」 いう同一化する
est
において、新しい現実が生起しているのである。
「なぜなら実際に、このような別々のものがこうして一つとなって、このような合一によって真に新しいものとなるからであ
る
）（（
（
」 。ルターによればこうして一つとなったものが重要なのであって、別々でありながら一つであ
ることが成り立つ、すなわち、一つとなったもの 矛盾 見え ような違 （パンとからだ）を理論によって排除してしまうことなしに、 のである。問題となっている は 二つの、別々のもの 一つにな
と
）（（
（
」であ
り、このことによって「たとえそれぞれがそのままであっ も それは一つのも 呼ばれ、特に一つ も な
50
のであ
る
）（（
（
」 。パンはパンであり続け、なにかほかのものとなりはしないし、からだも同様である。二つのものが
このように言語的に結び合わされるということは、神の創造的な行為における神の真実であり、キリストがご自身のからだと物素とを同一化することは、まさに終末論的一致にほかならない。形式論理的な分離に対しては、ハマンが後にカントと哲学 対して異議を唱えたように、理性と言語、先験と後験、 （言語の）感覚と霊のように、神が一つに合わせたもの 区別 いる いうことが妥当するであろう（マルコ一〇章九参照 。
からだと物素の創造的な結び合わせの語りについてのルターの理解は聖書的なメタファーの終末論的な見方に
根付いている。そのメタファーは決して、 「転用 た」 、本来でない状態を言い表すものではなくて、本来の意味で妥当するものなのである。この終末論的な言語イメージにおいてルターは、 （聖書における）神の語り、もしくはことばの行為全体 本来 リズムを認識し
）（（
（
、それに即してこれは、キリストが終末論的に新しいものその
ものである を事実示している。 「 こでは
est
という単語は［ツヴィングリの場合のように］解釈遊びをし
てはならないのである。なぜならキリストは花を意味するのではなく、花そのものでありながら、し も自然的な花と 違うものだからである
）（（
（
」 。 「そのものについて、そのような語りにおいては人は、それがなんであり、な
んで いか、それがなにを意味す かを語り、そ 新しい ついて新しいこ ばを作る
）（（
（
」ということが言語
的に妥当するように、神学的には、 「こうしてもちろん聖餐におい は、キリストの命令 指示 働き ゆえにそのからだが存在しなけ ば らない
）（（
（
」 。 （メタファーの）終末論的な新しい規定と創造的なことばの行為との関
連において、
est
はその根本的な神学的意味をもつわけである。
これに従えば、聖餐におけるキリストの身体的な現臨はそ 語りからして把握されるべきである。こ
れによってキリストはご自身の身体性を終末論的に新しく規定している。なぜならキリストの設定辞 れ 共
51
ルターの聖餐理解
に、 「 『からだ』ということばを新しくして、キリストの自然のからだを比喩であるかのようにする、真の新しいからだと呼ぶ
）（（
（
」に至らせているからである。キリストのからだにおいて範例的に、すべての被造物の終末論的な
価値転換、もしくは改造が起こっている。キリストの自然のからだは、そこにおいてその終末論的なからだが前提される、その終末論的からだの「比喩」に過ぎず、すなわち、その地上的先取り、先駆けに過ぎない。その変容した、サクラメントにおいて現臨するからだこそが、その造られた 真の「本質」なのである。 「である」という聖餐のことばにおいて実 する、終末論的で、神的な言語のできごとがこ サクラメントをサクラメントたらしめている。ルターはここで、ご自身のからだについてのキリストの語りをこう理解する。すなわち、創造的な設定辞のことばによって、キリストの 然的なからだと終末論的なからだとは結び合わされて、別々ありながら同時に相互に関わるもの なるという である。つまり、
est
において、キリストのからだはご自身
とは別のものである。 「 『からだ』ということばは、古い意味においてキリストの自然的なからだを意味する。しかし新しい意味に従えばそれはキリストの別の、新しいからだを しなければなら い。それに対して自然のからだは一つの比喩なのである。これこそ聖書 語法に従えば 正し 、真に新しくされたことばなのであって、新しい本文は『これこそ私の真の、新しいからだである』ということにな
る
）（（
（
」 。ルターに取ってはこれと全
く並行して、復活のからだも同じであって 同じではない である。キリストはご自身を （パンと葡萄酒 いう）終末論的世界、すなわち、新しい天と新しい地の素材 しての宇宙の物素 同一化される（二ペ ロ三章一三、黙示一章一また五 二コリント五章一七） の創造的 新しい規定において れ の物素はらだなのである。
E
st
におけるキリストご自身のからだと物素の創造的な結び合わせの語りは新しい現実を造り出す。これをル
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ターは注目すべき造語をもって「からだ―パン」とか「血―葡萄酒」と表現する。 「これはもはや単純にパン竃の中のパンではなくて、からだ―パンである。これは、キリストのからだと共に一つのサクラメントというものとなり、ひとつのものとなっている。杯の中の葡萄酒もまた同様である。……これはもはや倉にある普通の葡萄酒では くて、血―葡萄酒である。これはキリストの血と共に一つのサクラメント いう のとなっているからである
）（（
（
」 。同様のことが洗礼についても言える。 「これは神―水である。水それ自体が他の水よりも高貴であると
いうのではなくて、神 ことばがそこに到来している
る
）（（
（
」 。この厳しい造語は、サクラメントにおいて
は、終末論的に言えば「そこにある」というのではなくて、予見的に現臨して、信仰にとっての新しい終末論的な現実がある ある。そこにおいて キリストご自身がいのちのパン、等々「である」 。もちろんこれらの造語は言語としては新しい現実を一体 し 言い表してはいな 。必要に迫られて、 「古い」現実の構成要素を結び合わせた形であるだけで しかし、キリストの創 的なことばにおいて言語的に結び合わされていて、「サクラメント的一致
）（（
（
」に至っている。 「それらは結び合わされて、一つの全体となる。このような新しい一つの
ものに関する限り、それは別々のものであることを失い、一つのものと り、一つのものである ら、人はこれをそのように呼び、語るので
）（（
（
」 。 （ものそれぞれの）同一性という形式的な論理が、神によって定められた、
この結び合わせを「引き離す
）（（
（
」代わりに、言語的には「サクラメント的な一つのもの」が固く維持されねばなら
ない。 「これを全くそのとおりにあり続けさせるならば あなたはまた れをひとつの全体として語らねばならない
）（（
（
」 。
ルターはここで、 「提喩」という言語的・一般的な手続きを、設定辞における神の終末論的な行為の比喩、ま
た予表として用いている。こ して一つの文章における個々 ものが新し 、全体的な関連 中へと入れ れ、
53
ルターの聖餐理解
全体の中の一契機としてそれ自体新しいものとなるように、キリストのからだと血は創造的にパンと葡萄酒と共に、一 新しいもの 結び合わされて語られる。しかもその際、これらのものはその経験的な特性を失うことはなく、すなわち、それらが互いに変化 たり、その実質を失うことなしに、なのである。
E
st
は設定の定
式の人間の言語として、神の創造的な語りのために、キリストのからだと被造の物素に関して用いられて、 「それらは結び合わされて、新しい一つの全体となる
）（（
（
」のである。
この新しい現実を創造するものとして、サクラメントは「見えるみことば」なのであり、すなわち、身体的に
経験される、終末論的なみことばである。そ 創造者としての力の中に既に完全 神の現臨 おける、信仰者に対して約束されたいのちがある。まさにこ いのちが、サクラメント的なことば、すなわちサクラメントをサクラメントたらしめることば、みこ ばにおけ サクラメント 与えられる である。 「サクラメントにおいてわれわれに、罪の赦し、 救いがこのようなことばを通して与えられる。罪 赦しがある ころ、そこにはいのちも救いもあるからであ
る
）（（
（
」 。キリストが自らご自身のからだと結び合わせた物素へと、ご自身を投
入することをもって、神の創造的な力が被造物に対 現在のも なり、こう て神ご自身がこれを完成させてご自身の永遠のいのちの中へと招き入れるのである。 「神のみ名がそこにあって、みことばがそ と 果たす。神のみ名があるところ、そこにまたいのちも救いもある」 。こ して洗礼は「神の 救 実りある 恵み豊かな水と呼ばれる
）（（
（
」 。こうしてサクラメント的なことばは義認のことばの具体化にほかならない。 「これはい
のちと救いのこ ばであ 。こ を信じる者には、そのよう 信仰によってすべ 罪 赦され、彼はい ち子となる。このことば（設定辞）がどんな 大きく、強 であるかは語り尽くしがたい。これが福音全体の要約だからであ
る
）（（
（
」 。サクラメントにおけるご自身の自己投入においてキリストはわれわれの義認を完成させ、自ら
54
永遠のことばを地上的で終末論的なできごととし、こうしてわれわれの救いを根拠づけられる。なぜなら義認なしには罪人に って救いはあり得ないからである
）（（
（
。
　
＊
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 19, 492, 22-24.
（
31） A
aO
. 492, 30-493, 8.
（
32） A
aO
. 491, 13-16.
（
33） P
redigten. W
A
 10 III, 70, 28f.
（
34） B
SL
K
 713, 38f. ［一致信条書、大教理・第五部
　
聖壇の聖礼典
　
31］
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ルターの聖餐理解
（
35） A
aO
. 20-22 ［同上］
（
36） A
aO
. 709, 23-25 ［同上］
（
37） Serm
on von dem
 Sakram
ent des L
eibes und B
lutes C
hristi. W
A
 19, 493, 21f.
（
38） B
SL
K
 709, 37f. ［一致信条書、大教理・第五部
　
聖壇の聖礼典
　
10］
（
39） パンがキリストのからだに「なる」のではない（
W
A
 26, 287, 27-30 ［八・六一］ ）し、われわれがそれをそのように「作る」
のでもない（
A
aO
. 287, 23 u. 26 ） 。
（
40） W
A
 26, 440, 16f. ［八・二二六］
（
41） A
aO
. 443, 8 ［八・二三一］
 “unzeitig ” 「未熟な」論理。
（
42） 部分をもって全体が言い表されるという、修辞学的な語法である。たとえば、金銭や葡萄酒をもって財布やぶどう樽全体を表すような場合である。
（
43） A
aO
. 443, 14-16 ［八・二三一以下］
（
44） A
aO
. 443, 29-31 ［八・二三 ］
（
45） A
aO
. 442, 6f. ［八・二二九］
（
46） A
aO
. 443, 31f. ［八・二三二］
（
47） A
aO
. 382, 25-383, 3 ［八・一六二以下］参照のこと。 「神が働くことをもってことを行われるように、聖書は語ることをもって
ことを行うからである。さて、神はいつでも、意味とかたとえとかが先ず起こり、その後で真の事柄、たとえの成就が続くように、ことをなされる。……聖書も同様に行う。す わち、 である 古い言葉を取り上げて、比喩や新しい言葉を作り、真の実態である新しい意味をこれに与える。 」
（
48） A
aO
. 272, 20-22 ［八・三七］
（
49） A
aO
. 274, 23-25 ［八・三九］
（
50） A
aO
. 284, 36f. ［八・五五］
（
51） A
aO
. 380, 37-381, 20 ［八・一六〇以下］
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（
52） A
aO
. 382, 8-12 ［八・一六二］
（
53） A
aO
. 445, 10-15 ［八・二三四以下］
（
54） B
SL
K
 693, 36-39 ［一致信条書、大教理・第四部
　
洗礼
　
14］
（
55） W
A
 26, 445, 8f. ［八・二三四］
（
56） A
aO
. 445, 4-6 ［八・二三四］
（
57） 参照
　
A
aO
. 444, 26 ［八・二三三］
（
58） A
aO
. 444, 34f. ［八・二三四］
（
59） A
aO
. 445, 4 ［八・二三四］
（
60） B
SL
K
 520, 26-30 ［一致信条書、小教理・聖壇の礼典
　
６］
（
61） A
aO
. 696. 8-13 ［一致信条書、大教理・第四部
　
洗礼
　
26］
（
62） V
om
 A
nbeten des Sakram
ents des heiligen L
eichnam
s C
hristi, w
ider die Schw
arm
geister. W
A
 11, 432, 21-25
（
63） 参照
　
B
SL
K
 992, 21f. ［一致信条書、和協信条
　
根本宣言
　
第三条
　
52］
（訳・徳善
　
義和）
